
２９． １０． １
島 田 市

1

【公表資料】

島田市原子力災害
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１ 計画策定までの経緯等

２ 島田市原子力災害広域避難計画

の要点

３ 今後の検討課題

項 目
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１ 計画策定までの
経緯等



(1) 原子力災害
広域避難計画
策定の必要性
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◆ 現 状
浜岡原発での使用済み核燃料保管
（約９０００体）

◆ 策定根拠
◎ 国の関係法令等

災害対策基本法
原子力災害特別措置法
原子力災害対策指針
防災基本計画

◎ 静岡県地域防災計画
浜岡地域原子力災害広域避難計画5



★ 浜岡原発再稼動の議論とは別のもの
として、中部電力・県・ＵＰＺ７市町
との安全協定の運用と併せて、広域避
難計画を策定することで、住民の安全
確保の体制を強化する。

★ 島田市地域防災計画の「原子力災害
対策編」を具体化したものとして、広
域避難計画を位置付ける。
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(2) これまでの
検討経緯
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２６年１２月
避難単位、避難先等調整案の検討開始

２７年８月
自治推進委員連絡会議で避難先等の説明
県内避難先15市町への訪問・調整

２８年２月
議会全員協議会で計画概要説明
市ホームページで計画概要公表

２８年３月２２日
市防災会議で「広域避難計画（骨子）」を報告

２８年４月５日
「広域避難計画(骨子）」を正式公表

２８年８月～１２月
市内６地区で住民説明会の実施

２９年４月

検討状況の公表、説明
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２ 島田市原子力
災害広域避難計画

の要点
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● 原発事故は絶対あってはならないが、
避難計画は、万が一の備えの一つ

● 「見えない」ものを相手にすることから
「正しく恐れる」「正しい情報を入手す
る」ことが大切

● １１市町・９４万２千人を対象とする
ことから、「連携して対処する」ことが
大切
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計画の基本的な考え方（１／３）
◆ 単独災害を主体に記述し、大規模震災等の
複合災害時の対応は方針事項を追加記述

◆ 浜岡原発で事故が発生し、放射線が原発
敷地外に漏洩する危険性がある場合
⇒５ｋｍ圏内（ＰＡＺ）

放射線が漏洩する前に予防的に避難
⇒３１ｋｍ圏内（ＵＰＺ）

屋内退避。この間、緊急モニタリング実施

◆ 放射性物質放出後、放射線の観測値が基準
に達した場合に、該当する地域のみ立ち退き避難
（20μSv/h：一時移転、 500μSv/h ：迅速避難）
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計画の基本的な考え方（２／３）

◆ 当面の計画は、結果的に市内全域が市外に
立ち退き避難する場合を念頭に記述
一部の地域が、立ち退き避難するケース （市内

の公共施設に避難する場合を含む）については、
本計画を修正して適用する。
＝最も過酷な状況を想定して計画すること
で、その他のあらゆる状況への対応が容易
となる。
多くの場合、避難する場合でも、一部の地区が

避難するケースの方が多いと考えられる。
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計画の基本的な考え方（３／３）

◆ 一般住民の避難者、避難行動要支援者、
市外からの一時滞在者（学生・事業所従業員・
観光客等）、福祉施設入所者、医療機関への
入院患者等、避難対象者の特性に応じて、そ
れぞれの避難要領を計画する。



県内避難の場合 県外避難の場合

努めて県内避難を追求する。 県内に避難施設が得ら
れない場合に県外に避
難する。

中部、東部、賀茂地区の
１５市町
（主に小中学校体育館、その他公共
施設。特に配慮が必要な人はこれら
の他、宿泊施設等）
川根本町、静岡市、富士市、沼津

市、長泉町、清水町、函南町、伊豆
の国市、伊豆市、下田市、東伊豆町、
河津町、松崎町、西伊豆町、南伊豆
町

東京都
特別区
市町村（島しょ
部を除く）

島田市の広域避難先
２９年１０月１日現在
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県内避難先

川根本町

UPZ

PAZ

島田市

静岡市

富士市

長泉町

沼津市 清水町 函南町

伊豆の国市

伊豆市

西伊豆町

松崎町

東伊豆町

下田市
南伊豆町

河津町

日本坂PA

藤枝PA
公共施設

うぐいす
PA

静岡PA

清水PA

日本平PA

県工業技術
研究所

県道263号等

新東名
高速道路

東名
高速道路

国道１号

12の避難単位

【凡例】 ●＝浜岡原子力発電所、 ■＝避難退域時検査場所
【備考】 ・12の避難単位

・全面緊急事態⇒屋内退避
・放射性物質放出後、基準に達した地区⇒立ち退き避難

→  20μSv/h ⇒ 一時移転
→500μSv/h ⇒ 迅速避難
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県外避難先

UPZ島田市

東京都
特別区

市町村（島しょ部を除く）

国道52号
中部横断自動車道

中央自動車道

【凡例】 ●＝浜岡原子力発電所、 ※ 避難退域時検査場所は、県内避難先と同様
【備考】 ・12の避難単位

・全面緊急事態⇒屋内退避
・放射性物質放出後、基準に達した地区⇒立ち退き避難（当面の前進目標は、避難経由所
を指定する予定）

→  20μSv/h ⇒ 一時移転
→500μSv/h ⇒ 迅速避難
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① 避難は、まず屋内退避。放射線レベルの観測
結果に基づき、必要な地区毎（避難単位毎）
に立ち退き避難

② 自治会毎に避難先を指定
「○○市、○○町」（東京都は、避難経由地
として今後明示）
具体的な避難施設は、マニュアル等に明記

③ 避難手段
自家用車の相乗りを基本
自家用車を利用できない人は、市が準備し

たバス等を利用

広域避難計画のポイント（１／４）
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④ 自家用車避難できない人のバス避難
施設敷地緊急事態で指定避難所に移動

⑤ 避難経路
新東名～Ｒ◆◆号～県道□□号

⑥ 安定ヨウ素剤受領、服用に関すること
○○小学校体育館（指定避難所）で受領
状況により、直前配布することがある。

⑦ 避難退域時検査場所・簡易除染場所、
検査済証の受領
避難経路沿いの施設＝○○ＳＡ等

広域避難計画のポイント（２／４）

18



⑧ 病院入院患者・社会福祉施設入所者は、同類
の施設に避難

⑨ 在宅の要配慮者は、家族同伴避難

⑩ 社会福祉施設通所者、学校の児童・生徒、
保育園等の園児等は、屋内退避前に家族
（保護者）への引渡しを開始し、家族同伴避難

広域避難計画のポイント（３／４）
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⑪ その他
◆ 避難期間

計画上最大１ヶ月程度を想定

◆ 避難生活に必要な物の準備
各人、各家庭で準備
食料・水は３日分を準備
毛布や軽いマットなどの寝具も準備
その他、当面の日用品を準備
不足分は、避難先で購入できる。

広域避難計画のポイント（４／４）
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県 道

国道○号

高速
道

住民避難の概要

県 道

国道○号

高速道

避難退域
時検査場

所

避難退域
時検査場

所

避難退域
時検査場

所

避
難
先

○○市
◆◆体
育館等

指
定
避
難
所
：
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
受
領

自
宅
等

避
難
経
由
所

その時に
指定された
経路

※「避難経由所」の機能
・避難退域時検査済証の確認
・最終避難施設の細部位置及び前進経路の確認
・必要に応じ、自治会毎の人員掌握、健康状態の把握
・避難施設の近傍に駐車場を確保できない場合の自家用車
駐車場とすることがある。（以降は、シャトルバスで移動） 21
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３ 今後の検討
課題



◆ 県外避難の場合の前進目標（避難経由所）
の決定

◆ 避難手段としてのバスや特殊車両の確保

◆ 大規模地震等との複合災害への対応の具
体化

◆ 避難施設、避難経由地、駐車場等が未確
定部分の具体化

◆ 市役所機能の保持要領の具体化 等
23
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外出時はできる限り、肌の露出を避け
ましょう！
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安定ヨウ素剤は、いつ飲むのがよいか。

●体内に放射性ヨウ素が摂取される前の24時間
以内、または直後に、安定ヨウ素剤を服用するこ
とにより、放射性ヨウ素への甲状腺集積の90％
以上を抑制することができるといわれている。

●8時間以内の服用では40％の抑制効果、16
時間以降ではほとんど効果は期待できない。

→ → → 早すぎても、遅すぎてもその効果は
発揮できない。服用するタイミングが重要!!（服用
の指示は国や市から発令されます）
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安定ヨウ素剤を飲む人、飲まない人

安定ヨウ素剤服用禁忌の人（※）、自らの意思で
服用しない人以外は、全員服用します。

※安定ヨウ素剤の成分、または、ヨウ素に対し、
過敏症（アレルギー反応）の履歴のある人

↑ ↑ ↑

副作用が強く現れることがあります。ショック、吐気、嘔吐など。心配な方
は、日頃から医師にヨウ素剤の服用の可否を相談しておきましょう！
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ヨウ素剤を飲む際に注意して飲む人

下記の疾患を過去にいわれたことのある方は
体調を確認し、服用します。
・ヨード造影剤過敏症

・甲状腺機能亢進症・低下症

・腎機能障害

・先天性筋強直

・高カリウム血症

・低補体血性蕁麻疹様血管炎

・肺結核

・ジューリング疱疹状皮膚炎
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ヨウ素剤の副作用

 もともと体内で使われる物質で、海草などでふ
だんから食べているため、ヨウ素の重い副作
用は非常に少ないといわれています。

 チェルノブイリ事故で、数百万人がヨウ素剤を
飲んだポーランドでは、若者の重い副作用の
報告はなく、ヨウ素剤服用によるものか、事故
の精神的な影響かはっきりしないが、数％に
胃腸症状が現れたそうです。
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誰がどのくらい飲むか

年 齢 服用量 服用方法

生後１か月未満 内服薬 １ml スポイトで必要量を吸
い取る
(逐次、ゼリー状のもの
に切り替え中）

生後１か月以上３歳未満 内服薬 ２ml

３歳以上中学１年生未満 丸薬 １丸 普通の薬のように、水
で飲む

中学１年生以上 丸薬 ２丸
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配布場所は

 市内の保管場所４か所。（保健福祉センター・
初倉小・金谷小・川根支所） ※救護所設置場所と少し異なります。

 保管場所→各救護所→避難所で安定ヨウ素
剤を配布します。

 備蓄量は、市民の必要量に加え、旅行者を含
む当日の滞在者分もあり、対象者全員の充分
量が備蓄されています。
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